
今
春
に
は
い
っ
て
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
の
動
き
を
促
進
す
る
重
要
な
制
度
整
備
が
あ
い
つ
い
で
行
わ
れ
て
い
る
。「
改
正
資
金
決

済
法
」（
平
成
二
八
年
五
月
成
立
、
本
年
四
月
施
行
）、「
個
人
情
報
保
護
法
」
の
改
正
（
平
成
二
七
年
九
月
成
立
、
本
年
五
月
全
面
施

行
）、
二
度
に
わ
た
る
銀
行
法
の
改
正
（
平
成
二
八
年
改
正
銀
行
法
は
本
年
四
月
施
行
、
本
年
五
月
成
立
の
改
正
銀
行
法
は
来
年
春

施
行
予
定
）
な
ど
で
あ
る
。

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
と
は
、
金
融
（F

inance

）
と
技
術
（T

echnology

）
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

革
新
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
し
て
い
る
。
情
報
通
信
技
術
に
お
け
る
近
年
の
重
要
な
革
新
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

（B
lockchain

、
分
散
型
台
帳
技
術
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
と
そ
の
活
用
、
Ａ
Ｉ
（A

rtificial
Intelligence

、
人
工
知
能
）
等
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
極
め
て
汎
用
性
の
高
い
も
の
で
、
金
融
・
証
券
業
は
も
ち
ろ
ん
、
製
造
業
・
非
製
造
業
を
問

わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
と
み
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
属
す
る
概
念
で
、
一
般
の
人
々
に
は
分
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
今
春
に
入
っ
て
あ
い
つ
い
だ
金
融
分
野
に
関
連
す
る
法
律
改
正
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
つ
つ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
等
の
重
要
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
金
融
証
券
業
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
か
、
考
え
て
み
た

い
。

（1）

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
促
進
へ
進
展
す
る
制
度
整
備

二
上
季
代
司



１
　
改
正
資
金
決
済
法

改
正
資
金
決
済
法
は
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
（
１
）

と
呼
ば
れ
る
「
仮
想
通
貨
」
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、「
仮
想
通
貨
の
概
念
」
を
定
義
し
、
仮

想
通
貨
の
売
買
等
を
行
う
者
は
「
仮
想
通
貨
交
換
業
者
」
と
し
て
登
録
義
務
を
課
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
登
録
に
際
し
て
交
換
業
者

は
取
り
扱
う
仮
想
通
貨
の
名
称
を
申
請
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
、
利
用
者
保
護
、
公
益
性
の
観
点
か
ら
適
切
な
も
の
で
な
け

れ
ば
、
た
と
え
「
仮
想
通
貨
の
概
念
」
に
該
当
し
て
も
申
請
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
仮
想
通
貨
の
取
引
に
際
し
て
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
分
散
型
台
帳
技
術
が
用
い
ら
れ
る
。
仮
想
通

貨
は
「
券
面
」
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
電
子
的
に
記
録
・
移
転
可
能
な
財
産
的
価
値
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
通
貨
で
あ
る
た

め
に
は
取
引
内
容
の
改
ざ
ん
や
二
重
使
用
な
ど
の
不
正
使
用
を
排
除
し
な
が
ら
自
由
に
転
々
流
通
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
行
の
金
融
機
関
に
よ
る
決
済
シ
ス
テ
ム
は
、
①
銀
行
間
で
は
全
銀
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
各
銀
行
の

事
務
セ
ン
タ
ー
内
の
中
継
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
接
続
（「
全
銀
シ
ス
テ
ム
」）、
②
銀
行
内
部
で
は
中
央
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
各

支
店
の
端
末
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
し
た
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
安
全
・
確
実
に

支
払
・
決
済
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
場
合
、
絶
え
ず
発
生
す
る
取
引
記
録
を
蓄
積
す
る
た
め
の
大
規
模
な
サ
ー
バ
ー
や
ス

ト
レ
ー
ジ
を
常
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
中
央
集
権
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
革
新
性
と
汎
用
性
﹈

こ
れ
に
対
し
、
分
散
型
で
は
サ
ー
バ
ー
や
ス
ト
レ
ー
ジ
は
不
要
で
あ
る
。
山
崎
重
一
郎
（
近
畿
大
学
教
授
）
に
よ
る
と
（
２
）、

ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
に
よ
る
取
引
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
取
引
参
加
者
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
送
金
し
よ
う
と
思
え
ば
、

取
引
と
同
時
に
そ
の
記
録
が
参
加
者
全
員
に
送
信
さ
れ
る
。
そ
の
取
引
記
録
は
直
前
一
〇
分
間
の
他
の
取
引
記
録
と
ま
と
め
て
検
証

（2）



さ
れ
、
暗
号
化
さ
れ
て
一
つ
の
デ
ー
タ
の
塊
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
し
て
他
の
参
加
者
全
員
に
送
信
さ
れ
る
。
参
加
者
は
全
員
、
公
開
鍵

と
秘
密
鍵
の
ペ
ア
と
な
っ
た
鍵
を
持
っ
て
お
り
、
送
信
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
検
証
し
て
問
題
な
し
と
な
れ
ば
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
接

続
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て
次
々
と
取
引
デ
ー
タ
の
塊
が
作
成
、
確
認
さ
れ
、
接
続
さ
れ
て
蓄
積
さ
れ
る
の
で
、「
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
し
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
取
引
内
容
を
改
ざ
ん
し
よ
う
と
思
っ
て
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
計
算
を

も
う
一
度
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
不
正
使
用
は
防
止
で
き
る
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
分
散
型
台
帳
技
術
の
応
用
可
能
性
は
、
な
に
も
仮
想
通
貨
だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

実
貿
易
取
引
に
お
け
る
信
用
状
等
の
輸
出
書
類
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
り
輸
入
業
者
、
銀
行
な
ど
が
電
子
的
に
共
有
で
き

れ
ば
、
書
類
作
成
や
郵
送
手
続
き
に
か
か
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
コ
ス
ト
も
低
減
で
き
る
。
そ
う
し
た
実
貿
易
取
引
手
続
き
の
簡
素
化

の
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
（
み
ず
ほ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
）。
ま
た
、
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
入
居
契
約
等
の
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
構
築
す
る
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
（
積
水
ハ
ウ
ス
）。

な
に
よ
り
も
、
株
式
、
債
券
は
す
で
に
券
面
は
な
く
、
株
主
権
限
や
社
債
権
限
は
電
子
的
な
記
録
と
し
て
流
通
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
は
仮
想
通
貨
に
最
も
類
似
し
て
い
る
の
が
株
式
、
債
券
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
機
関
投
資
家
は
自
己
の
大
口
取
引
や
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
秘
匿
性
を
重
視
す
る
た
め
、
取
引
記
録
が
参
加
者
に
公
開
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
懸
念
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
を

克
服
で
き
れ
ば
、
取
引
後
の
清
算
・
決
済
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
応
用
に
よ
っ
て
分
散
処
理
す
る
こ
と
に
は

現
実
性
が
あ
る
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
のN

asdaq

は
、
未
公
開
企
業
の
従
業
員
が
報
酬
と
し
て
与
え
ら
れ
た
未
公
開
株
式
の
取
引
市
場

で
あ
る
「N

asdaq
Private

M
arket

」
の
中
の
株
主
管
理
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
行
う
シ
ス
テ
ム
「N

asdaq
Linq

」
を
開
発
し

た
、
と
い
わ
れ
る
（
３
）。

（3）



２
　
個
人
情
報
保
護
法
改
正

個
人
情
報
保
護
法
の
今
回
の
改
正
の
要
点
は
、
①
こ
れ
ま
で
同
法
の
適
用
対
象
外
だ
っ
た
小
規
模
事
業
者
（
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
対
象
が
五
〇
〇
〇
人
以
下
）
も
適
用
対
象
と
な
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
企
業
が
同
法
の
適
用
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、
②
特
定
の
個
人

を
識
別
で
き
な
い
よ
う
に
個
人
情
報
を
加
工
し
、
復
元
で
き
な
く
し
た
個
人
情
報
（
こ
れ
を
「
匿
名
加
工
情
報
」
と
い
う
）
で
あ
れ

ば
、
本
人
の
同
意
な
く
他
企
業
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
等
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
匿
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う

事
業
者
は
「
匿
名
加
工
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
し
て
新
た
に
区
分
さ
れ
、
組
織
体
制
の
整
備
や
内
部
監
査
等
、
厳
格
な
安
全
管
理
措

置
を
と
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
改
正
法
の
全
面
施
行
に
よ
り
、
匿
名
加
工
情
報
の
作
成
、
自
社
内
で
の
利
用
や
、
手
数
料
を
と
っ
て
の
社
外
へ
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
い
い
か
え
れ
ば
「
情
報
銀
行
」
の
よ
う
な
も
の
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
て
収
集
、
匿
名
化
し
て
作

成
さ
れ
た
個
人
情
報
は
そ
の
ま
ま
で
は
膨
大
な
デ
ー
タ
の
集
積
（
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）
に
す
ぎ
な
い
が
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

な
ど
の
応
用
に
よ
っ
て
、
個
人
の
消
費
行
動
は
も
ち
ろ
ん
貯
蓄
や
証
券
投
資
な
ど
の
金
融
行
動
や
嗜
好
な
ど
を
精
緻
に
分
析
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

﹇
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
の
予
測
分
析
﹈

と
こ
ろ
で
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
将
来
の
出
来
事
を
予
測
す
る
「
予
測
分
析
」
は
Ａ
Ｉ
の
主
要
な
分
野
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
Ａ
Ｉ
の
予
測
分
析
を
融
資
分
野
や
企
業
業
績
予
想
、
投
資
判
断
な
ど
に
利
用
す
る
試
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

金
融
機
関
で
は
、
中
小
企
業
向
け
融
資
審
査
に
Ａ
Ｉ
の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
個
人
情
報
保
護
法
改
正
の
全
面
施
行
に
よ
り
、

い
ず
れ
個
人
向
け
融
資
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
利
用
に
よ
る
自
動
融
資
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
中
小
零
細
企
業
、

個
人
事
業
主
や
個
人
向
け
の
融
資
は
小
ロ
ッ
ト
で
件
数
が
多
く
、
コ
ス
ト
的
に
見
合
わ
な
い
だ
け
で
な
く
与
信
判
断
に
不
可
欠
な
デ

（4）



ー
タ
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
不
動
産
業
界
に
お
い
て
も
、
中
古
住
宅
価
格
の
推
定
、
空
き
室
の
情
報
提
供
な
ど
Ａ
Ｉ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
を
通
じ
た

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
日
本
の
空
き
家
は
八
二
〇
万
戸
を
数
え
、
そ
の
売
買
、
借
家
ニ
ー
ズ
は
潜
在
的
に
大
き
い
が
、

公
正
・
妥
当
な
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
不
動
産
業
界
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

証
券
業
界
で
は
、
東
大
初
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
が
企
業
業
績
に
か
か
わ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
利
用
に
よ
っ
て

解
析
し
、
業
績
変
動
を
予
想
す
る
モ
デ
ル
の
作
成
を
試
み
て
い
る
。
資
産
運
用
業
界
に
お
い
て
も
、「
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

は
投
資
信
託
等
の
金
融
商
品
の
ト
ラ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
し
て
、
こ
れ
に
顧
客
が
自
己
の
属
性
を
入
力
す
れ
ば
、
本

人
に
最
も
適
合
し
た
投
資
信
託
等
の
金
融
商
品
を
選
択
し
顧
客
に
推
奨
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ

解
析
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
Ｆ
Ｘ
（
外
為
証
拠
金
）
取
引
で
は
、
適
切
な
売
買
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予
測
し
、
こ
れ
を
顧
客

に
知
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
例
も
あ
る
。

今
回
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
は
、
個
人
の
貯
蓄
動
向
や
投
資
行
動
に
関
し
て
匿
名
加
工
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
証
券
業
界
や
資
産
運
用
業
界
に
お
い
て
革
新
的
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

３
　
銀
行
法
改
正

平
成
二
八
年
五
月
成
立
の
銀
行
法
改
正
（
本
年
四
月
施
行
）
で
は
銀
行
に
よ
る
出
資
上
限
が
緩
和
さ
れ
、
金
融
機
関
が
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
関
連
企
業
を
買
収
し
た
り
、
出
資
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
つ
い
で
本
年
五
月
成
立
の
銀
行
法
改
正
（
来
春
に
施

行
予
定
）
の
要
点
は
、
①
銀
行
に
よ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
公
開
（
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
の
努
力
義
務
を
課
し
た
こ
と
、
②
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
接

（5）



続
す
る
企
業
に
「
電
子
決
済
等
代
行
業
者
」
と
し
て
の
登
録
義
務
を
課
し
た
こ
と
等
で
あ
る
。

銀
行
は
顧
客
向
け
に
残
高
照
会
、
取
引
明
細
照
会
、
振
替
、
振
り
込
み
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を

通
じ
て
外
部
企
業
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
銀
行
法
改
正
の
狙
い
で
あ
る
。

﹇
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
﹈

Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication
Program

m
ing

Interface

）
と
は
異
な
る
シ
ス
テ
ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
間
で
機
能
を
連
携
さ
せ
る
た
め

の
規
約
を
指
す
。
こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
部
業
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
銀
行
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
通
信

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
自
分
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
銀
行
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
埋
め
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う

し
て
、
利
用
者
は
外
部
業
者
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
、
分
散
し
て
い
る
銀
行
口
座
で
の
出
入
金
の
管
理
、
送
金
、
会
計

処
理
な
ど
を
一
つ
に
ま
と
め
て
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

口
座
情
報
の
集
約
に
つ
い
て
は
、
施
行
前
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
口
座
ご
と
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
顧
客
が

業
者
に
伝
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
間
が
か
か
り
、
口
座
情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
も
あ
っ
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
接
続
を
希
望
す
る
業
者
の
「
電
子
決
済
等
代
行
業
者
」
と
し
て
の
登
録
義
務
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
公
開
の
努
力
義
務

に
よ
っ
て
そ
う
し
た
手
間
が
省
か
れ
、
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
開
を
表
明
し
た
銀
行
は
、
施
行
後
二

年
を
め
ど
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
整
備
し
、
接
続
に
関
す
る
契
約
基
準
を
公
表
し
て
、
基
準
を
満
た
し
た
外
部
業
者
に
は
、
原
則
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
連

携
を
認
め
る
義
務
が
あ
る
。

こ
う
し
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
公
開
は
別
に
銀
行
に
限
る
必
要
も
な
い
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
す
で
に
銀
行
向
け
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
テ
ン
プ
レ
ー
ト
「F

in

T
eck

共
通
Ａ
Ｐ
Ｉ
」
を
提
供
し
て
い
る
が
、
続
い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
信
販
向
け
の
「F

in
T

eck

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
信
販

Ａ
Ｐ
Ｉ
」、
さ
ら
に
資
産
残
高
、
注
文
履
歴
、
取
引
・
入
出
金
履
歴
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）
履
歴
の
デ
ー
タ
を
Ａ

（6）



Ｐ
Ｉ
で
公
開
す
る
仕
様
を
定
め
た
「F

in
T

eck

証
券
共
通
Ａ
Ｐ
Ｉ
」
の
提
供
を
始
め
て
い
る
。

４
　
お
わ
り
に

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
現
象
は
極
め
て
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
革
新
的
と
も
い
え
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
技
術
は
二
〇

〇
八
年
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
一
〇
年
も
経
過
し
て
い
な
い
（
４
）。

し
か
し
、
そ
の
動
き
は
急
速
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
波

及
先
も
広
範
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
的
な
シ
ス
テ
ム
に
代
替
す
る
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
銀
行

や
証
券
会
社
の
社
内
で
構
築
さ
れ
て
き
た
勘
定
系
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
、
業
者
間
で
構
築
さ
れ
て
い
る
全
銀
シ
ス
テ
ム
や
証
券
清

算
・
決
済
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

他
方
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
そ
の
Ａ
Ｉ
利
用
に
よ
る
解
析
も
ま
た
、
極
め
て
広
範
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
。
製
造
業
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
つ
な
げ
て
、
ネ
ッ
ト
経
由
で
情
報
が
送
信
さ
れ
、
モ
ノ
に
取
り
付
け
ら
れ
た
セ
ン
サ
ー
が
こ
の

情
報
を
数
値
化
し
、
人
手
を
介
さ
ず
Ａ
Ｉ
が
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｔ

（Internet
ofT

hing

）
が
そ
れ
で
あ
る
。
典
型
的
な
事
例
と
し
て
は
、
自
動
車
業
界
の
「
自
動
運
転
」
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

銀
行
や
証
券
会
社
で
試
み
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
Ａ
Ｉ
の
「
予
測
分
析
」
で
あ
る
。
企
業
や
個
人
の
金
融
行
動
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
で
き
る
だ
け
多
く
集
め
、
こ
れ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
を
予
測
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
Ａ
Ｉ
に

よ
る
「
将
来
予
測
」
は
、
個
人
情
報
の
利
用
が
よ
り
容
易
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
外
部
業
者
と
の
連
携
を
通
じ
て
様
々
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
競

争
が
始
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
法
制
度
面
で
の
整
備
は
銀
行
法
だ
け
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
証
券
会
社
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
に
つ
い
て
も
外
部
業
者
と
の
接
続
を
容
易
に
し
て
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
注
力
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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注（
１
）

仮
想
通
貨
は
現
在
、
八
〇
〇
種
類
ほ
ど
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
流
通
性
の
高
い
も
の
が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
、
イ
ー
サ
リ
ア
ム
、
リ

ッ
プ
ル
な
ど
で
あ
る
。

（
２
）

山
崎
重
一
郎
「
仮
想
通
貨
に
技
術
的
跳
躍
を
も
た
ら
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
」『
国
立
情
報
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一
五
年
九

月
。

（
３
）

日
本
証
券
経
済
研
究
所
『
証
券
業
界
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る
研
究
会
サ
ー
ベ
イ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
』
二
〇
一
七
年
一
月
。

（
４
）

分
散
台
帳
技
術
と
し
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
も
な
お
進
化
の
途
上
に
あ
る
。
最
近
の
仮
想
通
貨
取
引
の
拡
大
に
よ
り
、
台
帳
の
作
成
に

時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
参
加
者
の
間
で
、
こ
の
た
め
の
解
決
方
法
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
解
決
方
法
と
し
て
①
台
帳
に
書

き
込
む
文
字
を
小
さ
く
し
て
台
帳
一
枚
当
た
り
の
情
報
量
を
増
や
す
案
と
、
②
台
帳
そ
の
も
の
を
大
き
く
す
る
案
が
対
立
し
た
が
、
分
権

的
な
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
参
加
者
間
の
合
意
に
至
ら
ず
、
新
し
い
仮
想
通
貨
が
ま
た
一
つ
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
流
動
性
に
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
主
任
研
究
員
）
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